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教育研究全国大会 （宮崎大会） 

 

十
一
月
三
十
日
（日
）、
兵
庫
県
神
戸
市
に
て
、教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
兵
庫
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
内
外
か
ら
三
百
五
十
人
の
参
加
者

（
島
教
協
か
ら
は
五
人
が
参
加
）が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
見
識
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

な
お
、来
年
の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

十
一
月
中
旬
に
北
海
道
釧
路
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

参
加
者
の
声 

 

外
国
で
の
生
活
経
験
の
あ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
の
お
話
が
大
変

興
味
深
か
っ
た
で
す
。
外
か
ら
日
本
を
眺
め
て
み
る
と
、日
本
の
よ
さ

に
気
づ
き
や
す
い
も
の
な
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
私
自
身
も
子
ど

も
た
ち
に
対
し
て
、時
に
は
外
か
ら
眺
め
る
よ
う
な
視
点
を
も
ち
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

  

最
近
英
語
教
育
の
早
期
化
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、や
は
り
子

ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
の
よ
さ
を
も
っ
と
知
る
こ
と
や
日
本

人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
必
要
な

こ
と
だ
な
・・・・と
感
じ
ま
し
た
。
十
一
月
の
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
思

い
切
っ
て
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

 

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
兵
庫 

 

「
今
、世
界
に
伝
え
た
い
日
本 

～
文
化
融
合
の
地
よ
り
～
」  

県
教
委
に
要
望
活
動
を
実
施 

 

十
一
月
六
日
（
木
）
、
島
教
協
は
、
県
教
委
に
対
し
て
要

望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

  

県
教
委
側
か
ら
は
、
細
田
敬
二
教
育
次
長
を
は
じ
め
、
各

課
の
課
長
な
ど
八
名
、
島
教
協
か
ら
は
、
吉
田
会
長
・
副
会

長
・
執
行
委
員
の
計
七
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

  

約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
、
学
校
現
場
の
実
情
や
会
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
な
ど
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
今
年

度
の
重
点
項
目
で
あ
る
「
少
人
数
学
級
の
推
進
」
「
サ
ポ
ー

ト
制
度
の
維
持
・
拡
充
」
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」
に
加

え
、
「
養
護
教
諭
の
配
置
改
善
」
「
学
校
業
務
の
簡
略
化
」

に
つ
い
て
要
望
を
訴
え
ま
し
た
。 

 
 

 

島
教
協
は
「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
の
理
念
に
基

づ
き
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
自
分
の
利
益
の
た
め
だ
け

に
要
望
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
点

は
県
教
委
の
方
に

も
理
解
を
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

  

要
望
事
項
と
回

答
は
、
学
校
代
表

者
に
後
日
配
布
し

ま
す
。
お
忙
し
い

毎
日
で
し
ょ
う

が
、
回
覧
を
し
て

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

細田教育次長（左）から回答書を受け取る吉田会長 

 子どもたちのために よりよい勤務条件をめざして！   

 

教
育
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

  
 
 

講
師 

中
塩 

秀
樹 

先
生 

 

 
 
 
 
 
 

一
月
十
七
日
（
午
後
） 

出
雲
市
民
会
館 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

※
以
前
に
も
ご
講
演
い
た
だ
い
た
中
塩
先
生
で
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 

前
回
の
講
演
で
話
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
お
話
し 

 
 
 
  
 
  
 
  
 
  
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 



申請忘れ ありませんか？ 

 

島教協慶弔規定 
  

 ①結婚したとき ５，０００円 

 ②子女誕生   ５，０００円 

 ③永年勤続30年 ５，０００円 

 ④病気見舞金  ５，０００円 

  (傷病休暇１ヶ月) 

 ⑤住宅災害見舞金 状況に応じて 

 

お問い合わせ・申請は、事務局まで 

臨時総会を受けて・・ 
 

 

 

 １０月２５日（土）に開催された島教協臨時総会で、来年度から専従

を置かないことが承認されました。現場にいる会員の誰かが専従

職を務めるのではなく、退職されたＯＢの方か教育現場に理解のあ

る一般の方を雇って、専従がしていた事務的な仕事をやってもら

うことになります。 
 

 専従がいなくなることで、役員になった方を中心に、専従がしていた仕事の一部（主に対外的な仕

事）を果たさなければなりません。しかし、大部分の会員さんにとって大きな変更はありませんし、 

これまで通り、県教委への要望活動や人事異動の申し入れ等、大事な活動は行います。 

 総会での決定を受けて、事務局では来年度より勤務していただける方を探し、お願いをしていると

ころです。今後は勤務条件等、具体的な話を進め、３月の代表者会で正式に決定することとなりま

す。会員の皆様にはご心配をかけますが、４月に改めて報告いたします。 

 
出
教
協 

要
望
活
動
を
実
施 

 

十
二
月
十
七
日
（
水
）
よ
り
、
県
教
委
、
各
市
町
村
教
育
委

員
会
、
各
教
育
事
務
所
に
対
し
て
、
人
事
異
動
の
申
し
入
れ
を

行
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
会
員
の
皆
様
の
ご
希
望
が
尊
重
さ
れ

る
よ
う
、
事
務
局
長
（
専
従
）
が
可
能
な
限
り
直
接
申
し
入
れ

を
行
い
ま
す
。 

 

島
教
協
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
職
員
団
体
で
す
の
で
、
こ
の

申
し
入
れ
は
公
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
正
規
の
ル
ー
ト
に
加

え
、
市
町
村
教
育
委
員
会
の
担
当
者
や
教
育
事
務
所
長
さ
ん
に

直
接
希
望
を
申
し
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
島
教
協
に
入

会
し
て
い
る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

 

人
事
異
動
に
関
す
る
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人
情
報
に
関
し
ま
し
て
は
、

近
年
非
常
に
取
扱
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
希
望
調
書
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

島根県教育委員会 

永年勤続教職員表彰 
 
11月４日（火）、「サンラポー

むらくも」にて、永年勤続者の

表彰式が行われました。島教協

の会員では、26名の方が表彰さ

れました。 

 

おめでとう ございます 

人
事
異
動
申
し
入
れ 

出
雲
市
教
職
員
協
議
会
は
、十
一
月
二
十
一
日(

金)

、
市
教
委
に
対
し
て
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

市
教
委
か
ら
は
槇
野
教
育
長
、部
長
・各
課
長
に
加
え
、今
年
度
か
ら
幼
稚

園
教
諭
の
所
属
が
健
康
福
祉
部
と
な
っ
た
こ
と
で
、健
康
福
祉
部
か
ら
児
玉

子
育
て
調
整
監
、課
長
補
佐
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
出
教
協
執
行
部
が
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、現
場
の
様
子
を
交
え
な

が
ら
教
育
環
境
の
充
実
・向
上
を
訴
え
ま
し
た
。
現
場
の
声
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
昨
年
度
ま
で
の
回
答
よ
り
前
向
き
な
回
答
も
い
く

つ
か
あ
り
、毎
年
行
っ
て
い
る
要
望
活
動
の
成
果
を
感
じ
ま
し
た
。 


